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LINEによる連帯感 13.96 3.85 .83
Twitterによる連帯感 12.53 4.79 .91
Instagramによる連帯感 11.54 5.08 .95
LINEでの互酬性 8.30 1.89 .79
Twitterでの互酬性 7.66 2.19 .85
Instagramでの互酬性 6.94 2.39 .90
LINEでの信頼感 7.68 1.89 .69
Twitterでの信頼感 6.19 1.95 .71
Instagramでの信頼感 6.60 2.24 .85
人生に対する積極的態度尺度
目標・夢尺度 18.77 4.29 .86
向上心尺度 14.37 3.58 .85
肯定的尺度 26.67 5.93 .90
時間重視尺度 20.47 5.05 .85












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































LINEの使用時間 0.56 0.21 .21**
Instagramの使用時間 -0.48 0.20 -.21*
LINEによる連帯感 0.25 0.12 .20*
















































Instagramによる連帯感 0.51 0.14 .39***
























































お わ り に
本研究の発端にあった，SNSの使用がもたらす人間の心理的影響について，否定的側面ば
かりでなく特に肯定的側面を明らかにすべく取り組んできた。
本結果からは，LINEやInstagramとTwitterの使用において，連帯感や社会関係資本，人
生に対する積極的態度にそれぞれ異なる結果が認められた。LINEやInstagramはほぼ実名
に近いやり取りで，近しい人との建設的なやり取りが促進される一方，Twitterは匿名性のや
りとりが多く，建設的なやり取りというよりも，一方的つぶやきが多かったり，匿名による攻
撃的なつぶやきなども見られたりすることから，SNSというツールでも，その特徴は異なる
ものであると言えよう。
特にInstagramにおいては，人生に対する積極的態度に影響を及ぼすことを明らかにする
ことができた。
今後の課題としては，性差による違いを明らかすることや，他の心理的影響についても関連
を調べることで，青年期の人間においてSNSがどういう意味をもたらしていくのかを明らか
にしていきたい。
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